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 　「常に最悪の事態を想定した危機管理」を原
則に様々な感染症対策、「健康危機管理」を抜
本的に強化する。

　　感染症から命と暮らしを守る

　　「新しい資本主義」で分厚い
      中間層を再構築する

　「成長」に向けた「成長投資」と共に、分配
によって「消費マインド」を改善、日本経済を
新たな成長軌道に乗せる。

　　国の基「農林水産業」を守り、
      成長産業に

　「食の安全保障の確立」へ食料自給率の向上
が必要。農林水産業の成長産業化を図る。

　　活発な経済活動が行き渡る国へ
　地方を活性化し、世界とつながる「デジタル
田園都市国家構想」を実現していく。

　　経済安全保障を強化する
　どのような事態でも必要な物資を調達。技術、
戦略物資の海外流出を阻止。サイバー攻撃から
国民の生命と財産を守る。

　　「毅然とした日本外交の展開」と
      「国防力」の強化

　国の究極の使命である国民の生命と財産、領
土・領海・領空・資源そして国家の主権と名誉
を守り抜く。

　　人材力の強化、安全で安心な国、
      健康で豊かな地域社会を

　「誰ひとり取り残さない」・「伸びる子はどんど
ん伸ばす」教育を実現、地域社会等で豊かな学
びの機会を提供する。

　　日本国憲法の改正をめざす
　国民の幅広い理解を得て、今を生きる日本人
と次世代への責任を果たす。
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　「令和」の御代が始まり４年。新型コロナウィルス

感染症によって、私たちの暮らしは劇的な変化を余

儀なくされました。

　次代を見据えつつ、新しい国のかたちをいかに創

り出していくのか、今を生きる私たちに課せられた

使命は重大です。

　自由民主党は、一貫して国、県、市町、地域をつ

なぎ地方自治をけん引してきました。ふるさとに住

まう人々の限りない福祉の向上に向けて、変わるこ

となく総力を結集して取り組む決意です。

　感染症や大型自然災害に万全の備えを施し、憲法

改正によって自衛隊を明記し、緊急事態に対応でき

る体制づくりが急務です。

　コロナで傷ついた経済を立て直し、活力を取り戻

すことが最重要です。社会的に弱い立場にある皆さ

んを取り残すことなく、多様な住民ニーズに的確に

応える県民目線に立った令和にふさわしい仕組みづ

くりに力を注ぎます。

　責任政党として集積してきた経験と知識を活かし、

信頼と共感を原動力に兵庫の新しい時代を築くこと

をお誓いします。
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兵庫の新しい時代を　ともに

□社会的弱者を取り残さない重層的な支援体制を構築

□地震・津波対策の徹底、災害に強い強靭な県土を創造

□ハザードマップ、緊急避難情報など災害時の連絡網の整備

□関係組織を総合的に管理、指揮できる防災体制の強化

□感染症、重病、難病の克服へ

　「創薬力の強化」に支援を実行

□老朽化した社会資本をはじめ集

　合住宅の改築などインフラの再

　整備

□生活基盤の維持へ基幹インフラ産業の強靭化を図る

感染症、複合災害から命と暮らしを守る

□中小・地場産業等の高付加価値化など競争力向上を支援

□中小企業・小規模事業者の事業継続、新分野展開を支援
□異業種交流など既存企業のブラッシュアップを推進

□ＤＸ推進を通じた新たなビジネスモデルの構築

□５Ｇの全県展開、６Ｇの研究開発と

　社会実装を推進

□「労働分配率の向上」を見据えて

　賃上げ企業への税制支援を促進

□「地域分散型エネルギーインフラプロジェクト」の兵庫スタ

　イルを推進

安心して暮らせる兵庫の基盤をつくる
□災害対応と福祉の連携を強化し、災害弱者の支援に万全を

□緊急時に即応できる防災及び医療・福祉人材等の人材バン

　クの創設とワンストップで管理、適正配置できる組織の創設

□すべての子育て家庭の負担軽減をはじめ総合支援対策の推進

□兵庫発の在宅育児制度の創設

□「待機児童ゼロ」「病児保育の拡充」「児童手当の強化」を推進

□「孤独・孤立」に苦しむ人々に寄り添い、一人ひとりを支

　 える支援策を充実

□災害被災者の避難生活や心のケア、ボランティアによる共助を官民

　 連携で推進

地域の元気づくりを支援、人口減少に対する歯止め

□兵庫五国の魅力を発信、行きたい兵庫、住みたい兵庫を

　つくる

□若者の就業、結婚、定住を促進する一貫した受け皿づくり
□起業などの相談窓口、融資等の斡旋など一元的、総合的

　な支援組織の創設

□工場緑地化の規制緩和による生産性の向上を促進

□「ヒューマン」「デジタル」「グリーン」の視点で兵庫経済

　の活性化に資するローカル・イノベーションを推進

□兵庫移転を希望する人材・企業・大学の受け入れ環境を

　整備
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中小企業等の活性化を図り兵庫経済を再生
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兵庫の新しい時代を　ともに

□大阪・関西万博を軸とした圏域をリンクする観光戦略の策定

□大阪・関西万博をにらみ総合的なインバウンド対策を仕

　切る圏域下に横断的な支援体制の構築

□高齢者の経験を生かし、生涯現役をサポートする場づくり

□子育て・家庭対策など女性の視点を生かした政策の形成

□ＳＤＧｓの理念を生かした誰ひとり取り残さない社会の実現

□先端科学技術基盤を活用した産業集積を推進

□関西２府４県の発展

　に資する広域連携へ

　の意識共有の醸成

□県域を越えて公設試

　験研究機関を利活用

　できる仕組みづくり
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□県・市町が連携した統合キャンペーンによる兵庫の魅力

　を発信

□空き家対策を含めた多自然地域への移住支援の充実

□「ＧＩＧＡスクール構想」に基づく教育のデジタル化・リ

　モート化を推進

□カーボンニュートラルの実現へ国と連携した政策を総動員

□経済的事情による就学困難な大学生への生活支援の充実

　　　　　　　　□障害者が意欲を持って働ける農福連携

　　　　　　　　　などの推進

□官民一体のスーパーシティ構想による未来都市の実現

□基幹道路ネットワークを充実強化、物の交流基盤の整備

□行政デジタル化を推進し行

　政手続きの利便性向上

□米飯の拡大など食料自給率

　の向上を進め、農業・農村

　の所得拡大

□重要技術・物資のサプライチェーンの強靭化

□南海トラフ地震などを視野に相互援助システムの創設

□関西広域連合を軸に広範囲の地域課題に対応する広域行

　政の展開

交 流

活 躍

基 盤

広 域

人口の自然増・社会増対策ほか都市と農村の交流促進

兵庫県民全てが生き生きと活躍できる社会を実現

兵庫の新しい時代を支える基盤整備を進める

行政ニーズの多様広域化に応える連携を充実

□障害者の就労機会を増やすため赤字

　「就労系障害福祉サービス事業所」へ

　の支援拡充

□Well-being の実感できる県民総参加

　 の場づくりの推進

大阪湾岸道路西伸部等の路線図

播磨臨海道路
名神湾岸道路

神戸西バイパス

東播磨道

大阪湾岸道路西伸部




